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						トップ > 温泉・観光・食 > 鹿教湯温泉の歴史と五台橋
					

				
				
					鹿教湯温泉の歴史と五台橋
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						鹿教湯温泉は20件ほどの宿泊施設が立ち並ぶ山間の温泉地です。上田市と松本市の間にあり、環境庁選定国民保養地として認定されています。そのため、健康の郷としても有名です。そのため、散策をしながら自然の癒しを感じることもできます。

鹿教湯温泉の歴史の始まりは地名がついた由来にも関連しています。漁師から矢傷を受けた鹿が温泉の場所を教えてくれたことから温泉地としての歴史をスタートし、1200年の長い歴史を誇ります。

湯量は非常に多く、20件ほどの温泉施設では24時間かけ流しの施設も。源泉の温度は46℃ほど。また、色は無色・透明。泉質は弱アルカリ性低張性高温泉となっており、高血圧、脳卒中の後遺症、疲労回復に対して効能があります。



また、写真は鹿教湯温泉の付近にある文殊堂へとつながる橋である五台橋の画像です。現在も雪が積もっておりとても幻想的な写真になっています。
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